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軽量鋼製壁下地用（店舗改修等・屋内用途）［標準施工法］
施工要領

@ラスカット・あるいは下地材の施工前に、必ず下地組の確認をして
ください。下地組の精度は、ねじれが１mm以内、曲がりは３mm/
1500mm以内、及び立ちどおりを３mm/1000mm以内としてください。
　表面は面一、溶接バリやビス頭等の不陸は２mm以下としてください。
@ラスカットの施工は突付け横張りで、下地材張りをする場合（スタ
ッド間隔455mm）は、下地材とラスカットの目地が重ならないよう
に施工してください。ラスカットを直張りする場合 （下地材張りな
し：スタッド間隔303mm）は、P28鉄骨構造用の記載にあるとおり、
ラスカットをレンガ張り施工としてください。ラスカット・あるい
は下地材は、固定用ビスを用いて確実にスタッド等の下地まで留
め付けてください。

@固定用ビスは、ボード張り施工用のタッピングスクリューねじを使
用してください。ねじ長さは、軽量鋼製壁下地の裏面に10mm以上
突出する長さとし、目安としてラスカットを直張り（スタッド
303mm間隔）する場合、太さ3.5mm×長さ22mm以上、下地張りが
ある（スタッド455mm間隔）場合は太さ3.5mm×長さ32mm以上の
ものを使用してください。詳細は、建築用鋼製下地材メーカーの仕
様等を確認してください。

@軽量鋼製壁下地以外の部分（補強材：2.3mm厚C型チャンネル等）
に留め付ける場合は、太さ４mm×長さ40mm以上のドリル付きタ
ッピングビスを使用してください。

@ラスカット外周部の固定は、木口から約10mmのところに留め付け
てください。

@ラスカットへの固定用ビスの留め付け間隔は、外周部・面内とも
150mmとしてください。ただし、開口部廻り・小幅板の留め付けは、
100mm間隔としてください。小幅板への留め付けは、必ず２列留
め（千鳥）を行なってください。

参考図　スタッド間隔455mm：下地材張りがある場合

※　 ラスカットを直張りする場合（スタッド間隔303mm：下地材張
りなし）は、ラスカットをレンガ張り施工としてください。（P28
鉄骨構造用参照）

■継ぎ手部分
@継ぎ手部は、突付け張りとしてください。切り回し部分は面取り加
工を行い、同様に突付け張りとしてください。

@面取り加工が出来ない場合は、下地材等の上で３～５mmの目透か
し張りとし、切断木口にはラスカットM専用切断木口用シーラー、
モルタルボンド（４倍希釈）又は日本化成（株）NSハイフレック
スHF-1000（３倍希釈）を塗ってください。

ラスカット張り：軽量鋼製壁下地 @ラスカット目地処理標準施工法の施工法に従い、目地部のコーキン
グ処理を行なってください。（P.35参照）
　ただし、水かかりのない場所でも、ひび割れ防止等の為、専用コ
ーキングで確実に目地処理を行なってください。

@コーキングの養生期間は、夏季２日以上、冬季３日以上とってくだ
さい。

継ぎ手部分参考図（スタッド間隔303mm：下地材なし）

■コーナー部分
@出隅部分は、ラスカットがかぶらないように施工してください。
@出隅・小幅部分のビス留めは、必ず２列留めを行なってください。
@入隅部のラスカットは、コーキング代として５mm程度の隙間をあけ、
十分なコーキング処理を行なってください。

@切断木口にはラスカットM専用切断木口用シーラー、モルタルボン
ド（４倍希釈）又は日本化成（株）NSハイフレックスHF-1000（３
倍希釈）を塗ってください。

@コーキングの養生期間は、夏季２日以上、冬季３日以上とってくだ
さい。

コーナー部分参考図（スタッド間隔303mm：下地材なし）
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軽量鋼製壁下地用（店舗改修等・屋内用途）［標準施工法］
施工要領

■天井との取り合い部分
@ラスカットは、天井材あるいは野縁等に突付けて施工してください。
@切断木口にはラスカットM専用切断木口用シーラー、モルタルボン
ド（４倍希釈）又は日本化成（株）NSハイフレックスHF-1000（３
倍希釈）を塗ってください。

@天井材等との隙間には、コーキング処理をしてください。
@コーキングの養生期間は、夏季２日以上、冬季３日以上とってくだ
さい。

天井部取り合い参考図（スタッド間隔303mm：下地材なし）

■床との取り合い部分
@ラスカットはコーキング代として、床レベルから５mm程度の隙間
をあけて施工してください。

@切断木口にはラスカットM専用切断木口用シーラー、モルタルボン
ド（４倍希釈）又は日本化成（株）NSハイフレックスHF-1000（３
倍希釈）を塗ってください。

@スラブあるいは床等との隙間には、コーキング処理をしてください。
@コーキングの養生期間は、夏季２日以上、冬季３日以上とってくだ
さい。

床部分取り合い参考図（スタッド間隔303mm：下地材なし）

■開口部との取り合い部分
@ラスカットはコーキング代として、開口端部から５mm程度の隙間
をあけて施工してください。

@切断木口にはラスカットM専用切断木口用シーラー、モルタルボン
ド（４倍希釈）又は日本化成（株）NSハイフレックスHF-1000（３
倍希釈）を塗ってください。

@開口端部とラスカットの隙間には、充分なコーキング処理をしてく
ださい。

@コーキングの養生期間は、夏季２日以上、冬季３日以上とってくだ
さい。

開口部分取り合い参考図（スタッド間隔303mm：下地材なし）

■壁との取り合い部分
@ラスカットはコーキング代として、壁端部から５mm程度の隙間を
あけて施工してください。

@切断木口にはラスカットM専用切断木口用シーラー、モルタルボン
ド（４倍希釈）又は日本化成（株）NSハイフレックスHF-1000（３
倍希釈）を塗ってください。

@開口端部とラスカットの隙間には、充分なコーキング処理をしてく
ださい。

@コーキングの養生期間は、夏季２日以上、冬季３日以上とってくだ
さい。

壁部分取り合い参考図（スタッド間隔303mm：下地材なし）

壁下地ディティールに関しては、（社）公共建築協会の建築工事標準
詳細図、あるいは建築用鋼製下地材メーカーの壁下地ディティールも
参照してください。
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施工要領

■伸縮目地の設置
@タイル等の施工をする部分については、下地モルタルに必ず伸縮
目地を入れてください。目地はラスカットの継ぎ手位置に合わせ、
目地処理にはバックアップ材（発泡ポリエチレン・ポリスチレン等）
と、伸縮性のある目地材（変性シリコーン系シーリング材）を使用
してください。

@伸縮目地の間隔は、横方向3,640mm（２間）、高さ方向2,730mm（９
尺）以内に設けてください。

@伸縮目地に必要な目地棒、バックアップ材、変性シリコーン系シー
リング材等は、現場調達で手配してください。

伸縮目地取り合い参考図

■下地モルタル塗り
@コーキングの養生期間が終了していることを確認してください。
@下地モルタルは、（株）豊運　ベースモルタルB・ネクストウォール
又は薄塗りに対応出来る同等品を使用してください。コンクリート
補修用の下地調整用モルタルは、使用出来ません。

@調合に関しては、モルタルメーカーの仕様に従ってください。
@モルタルの塗り厚さは、５mm程度としてください。
@モルタルの養生期間は、１週間以上とってください。冬季、暖房設
備等がなく、著しく室温が低下する場合は、養生期間を延長して
ください。

■貼り付け材料
@内装タイルは、JIS A5209に定める内装タイルとし、二丁掛け（60
×227mm）以下、厚さは15mm以下のもの（重量45kg/㎡以下）と
してください。

@擬石（ストーンタイプ）については規格サイズ等ない為、最大長さ
500mm程度・最大幅250mm程度・厚さは20～70mm程度を目安に、
45kg/㎡以下の製品を使用してください。

@ブリックタイルは、擬石同様焼成されているタイルに比べ強度が低
く、薄くなる程割れやすくなります。最低厚さ12mm以上を目安にし、
45kg/㎡以下の製品を使用してください。

@内装タイル・擬石・ブリックタイル及び当社製品でない施工部材の
品質に関わる苦情・取替え等、当社では応じかねます。製造メー
カーに、ご相談ください。

@ブリックタイルは製品によっては強度が弱く、施工時及び施工後に
割れる場合があります。特に厚さ12mm未満の製品では、躯体の動
き等によって容易に割れる場合があります。あらかじめご承知おき
ください。

@張り付けモルタルは、内装用既調合張り付けモルタルを、製造メー
カーの仕様に従って使用してください。

@目地材には、既調合目地材を使用してください。

下地モルタル塗り・内装用タイル張り：軽量鋼製壁下地 ■点検・確認
@下地モルタルの養生期間を確保してください。
@モルタル面の点検を行い、汚れている場合は清掃し、クラック等
がある場合はセメントノロまたは共ネタで補修してください。

■内装タイル・擬石・ブリックタイルの施工
@施工は、改良圧着張り工法で行なってください。（P40改良圧着張
り工法　参照）

@張り付けモルタルは、メーカーの指定品を使用してください。特に
指定がない場合は、日本化成（株）NS-STモルタルを使用してくだ
さい。

@擬石・ブリックタイルを施工する際には、あらかじめメーカー指定
の接着用プライマーを塗布してください。特に指定がない場合は、
モルタルボンド４倍希釈液を塗布してください。

@内装タイル・擬石等の仕上げ材を行なう場合以外は、必ず塗装仕
上げを行なってください。塗装は弾性塗料かコテやローラー等で
行なう微弾性塗料を使用し、塗装メーカーの現場標準塗装仕様に
従ってください。

ラスカット施工面全面にタイル施工を施す場合、ラスカットに直接張
り付けモルタルを塗布し、タイル等の張り付けを行なう事が可能です。
この場合、張り付けモルタルの塗布量確保等の為、かならず改良圧
着張り工法で行なってください。
下地モルタルの施工・養生が省略される為、工期短縮となります。
@下地モルタルを省略する施工法については、外装部分はもとより常
時水のかかる場所での施工はできません。

@ラスカットは、モルタル下地材として開発された商品です。ラスカ
ットへ直接接着剤を用いて、タイル等施工することはできません。

改良圧着張り工法参考図

軽量鋼製壁下地用（店舗改修等・内装用途）［標準施工法］
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木ねじ又は釘の間隔
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拡大図

○ラスカット曲面施工は木造または鉄骨造の住宅・店舗等の曲面部分に適
用可能です。

○外壁部分で曲面施工を行う場合は、必要な防火性能に応じた内装仕様
（せっこうボード等）としてください。
○曲面施工が可能なラスカットは、台板厚さ7.5mmのLC-3675、LC-3675W、
LC-1M2M75です。厚さ9mm、12mmのラスカットは曲がりにくく反発力が
強いので曲面施工に適していません。

○鉄骨下地やタイル仕上げの場合でも、曲面部分は台板厚さ7.5mmのLC-
3675、LC-3675W、LC-1M2M75を使用してください。

○ラスカット張り以降の工事は、各工法の施工要領をご参照ください。

@ラスカット曲面施工では、原則として曲げやすい縦張り施工を行います。
910mm又は1mの製品幅に合わせた下地を準備してください。

@最小曲率半径は2.4mです。（横張りの場合は4.0m）
@曲面と平面の取り合い部分は伸縮目地を設置し、縁を切ってください。
@モルタル塗り厚さは10mm以上としてください。
@コーキングおよびモルタル塗りの後には、所定の養生期間を確保してくだ
さい。

1

@下地は455mm間隔（メーターモジュールでは500mm以下）としてください。
面積が広い場合や高さが1,820mmを超える場合などは、303mm間隔
（333mm以下）として強化してください。

@下地材は原則として30×105mm以上とし、ラスカットの継手部分は45×
105mm以上としてください。

@下地材はしっかりと固定してください。

2

@曲面施工を行う部分のラスカットは、縦張りで施工してください。
@ラスカットは木ねじ（長さ38mm以上）又は鉄丸くぎN50を用いて、75mm程
度の間隔で固定してください。

@最初に四隅を固定すると曲面になりにくいので、下図の手順でラスカット
を曲面に倣って固定してください。

@高さ方向に継手がある場合には桟を2本入れて施工します。桟の部分に
ラスカットを固定する時は必ず木ねじ（38mm以上）を用いて施工してくだ
さい。

@高さが1,820mm以上の場合には、下地間隔を303mm（メーターモジュー
ルは333mm）とし、高さ方向の継手には桟を2本入れて木ねじ施工してく
ださい。

3

@ラスカット工事以降の、目地処理・モルタル工事・仕上げ工事については、
P.35を参照してください。各工程の養生期間を厳守してください。

150#

100#

75#

75#

継手部分は
45×105以上

（単位：mm）
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455
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④
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303 303303

303(333)#
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45 100# )
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@ラスカットのジョイント部分の目地材は必ずラスカットモルタル専
用コーキング目地材を使用してください。

@コーキング処理はラスカットのすべての目地部分、出隅、入隅、開
口部廻り、軒部、配線、配管などの穴開けした部分に確実に充填し
てください。

@基礎水切部、下屋部や屋根との取合部はコーキング処理で塞がない
でください。

@ラスカットの継ぎ手部はコーキング養生後、Gネットをタッカーステー
プル等で留め付けてください。

@開口部廻りや配線、配管などの穴開けした部分はウレタン系シー
リング材（ノンブリードタイプ）も使用できます。（現場調達）
〈例：オート化学工業（株）オートンシーラー101NB〉

@まずラスカットに釘又はビスの打ち忘れがないかチェックを行ってく
ださい。

@コーキング目地材を目地幅いっぱいに、切れ目なく盛り上げるように
充填し、目地材を目地部の内部までしっかり押し込むようにヘラ又
はコテを往復してください。

@コーキング目地材は乾燥時若干の目痩せを生じるため、2～3日以上
の養生期間をとってください。

@ラスカット表面にて、釘のめり込みが大きく合板基材が表面に露出した箇
所は釘頭を覆うようにコーキング処理を行ってください。（コーキング処理
が必要なめり込み深さの目安3mm以上）

専用コーキング 

通気受材 

ラスカット 

透湿防水 
シート 

柱 

@

@ ( )

10

2

のへら 
幅４０#程度 

@ ( )

20

2 3

@コーキング目地材は乾燥時若干の目痩せを生じるため、夏季2日以上、
冬季3日以上の養生期間をとってください。コーキングの養生が不足す
ると、目地部分のモルタルに割れが発生しやすくなるため、必ず養生期
間を守ってください。
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@モルタルクラックの削減のため、ラスカットの継ぎ手部はコーキング養
生後、Gネットを取り付けてください。

@Gネットはタッカーステープルで留付けを行ってください。留付けピッチ
は200mm以下としてください。

@タイル張りの伸縮目地となる部分は、Gネットを使用しないでください。
@コーナー定規（現場調達）は動かないように固定してください。留め付け
は300mmピッチ以下をおすすめします。コーナー定規の固定が不充分な
場合、コーナー定規付近のモルタルにクラックが発生する場合があります。

@ポーチ柱等、下地の動きが大きくなる恐れがある部分のコーナー
定規の留め付けは200mmピッチ以下とし、モルタル施工時にGネ
ットを伏せ込んでください。クラックの発生を軽減する効果があ
ります。

G (LGN-93)

コーナー定規 

透湿防水 
シート 

専用コーキング 

ラスカット 

柱 

@

(4 ) NS
HF-1000 3

@

@

@

@ 5 C

Ｇネット 

透湿防水 
シート 

専用コーキング 

ラスカット 

柱 

通気受材 

柱

ラスカット

柱

透湿防水シート

ラスカット

Ｇネット
コーナー定規

透湿防水シート

専用コーキング

専用コーキング

Ｇネット
コーナー定規

透湿防水シート 

Ｇネット 

専用コーキング 

受材 
６０×４５#以上 

柱 

受材 
４５×４５#以上 

ラスカット 

@ ( )

@

@開口部の角には目地がない場合も、補強のために斜めにGネットを施工
してください。長さは200mm以上としてください。

開口角部 
補強Ｇネット 

200mm以
上
 

開口部 
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専用コーキング 

通気受材 

タ イル 

ラスカット 

軒天材 

基礎水切りジョイナー 

鉄骨造　レンガ張りの場合 

通常の目地 

最
大
2,
73
0#

最大3,640#

伸縮目地設置位置 

ラスカット 

@ P.14

@ P.28

(9#)

(9#)

(7.5#)

(9#)

P.6

P.7

( )

ラスカットにタイルを張ると､下塗りモルタルがラス
カットに密着し､タイルの固着にすぐれています。
内･外装タイル張り施工がやさしく､美しく仕上が
り､木造､鉄骨構造用のどちらにも適応できます。

柱 

バックアップ材 
伸縮目地材 

張り付けモルタル 

下塗りモルタル 

専用 
コーキング材 

ラスカット タイル 

P.35

@

@ 3,640# 2 2,730# 9

@

@

@

@

※

@

@

@

@

G

@

@
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(50kg)1 3 ( )

A 1

3 4# 6 7#

2 3

@ 2.0# /2m

2.0# /2m 1.5# /2m

@ ( )

A

@ A

@ 5

@

A

JIS A5209

60 227#) 15#

45kg $ 50 50

15#

B

I

II (INAX)

C

ラスカット（9㎜厚） 

下地モルタル10㎜以上 

張り付けモルタル5～8㎜ 

タイル 

目地深さ 
（5～8㎜） 

仕上がり寸法 

①タイルを 
　埋めこむ 

②目地押さえを 
　して仕上がり 

目地押さえ 

ラスカット（9㎜厚） 

下地モルタル 

張り付けモルタル3～5㎜ 
（下地側） 

タイル 

仕上がり寸法 A.悪い例 B.正しい例 

張り付けモルタル裏足＋2㎜以上 
（タイル側） 

D

G1 G4N(INAX)

(INAX)

(INAX)

( )
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( )

3 5#

2#

( )
( )

1

30

1 3$

2

@ P.43

1

1

@ P.43

3 5#

5

8#( )

( )

@ P.40@

ラスカット（9#厚） 

下地モルタル10#以上 

張り付けモルタル3～5# 
（下地側） 

張り付けモルタル裏足＋2#以上 
（タイル側） 

タイル 

ラスカット（9#厚） 

下地モルタル10#以上 

張り付けモルタル 
（2度塗り5～8#） 

タイル 
タイル張り 
衝撃工具 
（ヴィブラート） 

1
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( )

3 5#

( )

1 3$

@

@

@ P.43

1

@ P.43

( )

@ P.40
@ P.26

張り付け
モルタル

ラスカット

下地モルタル タイル

ラスカット

下地モルタル タイル

接着剤

30

1
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@ @

@

①タイルを張り付け後、24時間以上経過し、モルタル、接着剤の硬化
を見はからって目地詰めをしてください。

②化粧目地の形状は、図面または指示によるものとし、目地用モルタ
ルは目地用既調合モルタルをおすすめします。

③目地詰めにさきだち必要に応じて水湿しをしたあと、目地詰めはゴ
ムゴテですり込むようにして行い、目地モルタルのしまりを見はか
らって目地ゴテで押さえます。ただし、すり込めない場合は、空隙
ができないように原則として2回に分けて詰めた後、目地ゴテで押
さえます。仕上がり目地深さはタイル厚の1/2以内にします。

①施工検査は、工事のそれぞれの工程で行い、仕上がり後は全数打音
検査により浮きがないことを確認し、万一浮きが発見された場合は
直ちに補修してください。

①仕上がり面は著しい不陸・反り・ゆがみ・割れ・かけ・汚れなどが
ないようにしてください。

②目地については、引通しよく目違いがなく、目地幅、目地の深さが
均一で目地きれのないようにしてください。

43

@擬石、ブリックタイルは、セメントに軽量骨材を混ぜて成形した製品で、
厚さと形状によって擬石（ストーンタイプ）とブリックタイルに分類され
ます。

@擬石には規格サイズがないので、最大長さ500mm程度、最大幅
250mm程度、厚さ20～最大70mm程度を目安に、45kg/m2以下の製
品をご使用ください。

@ブリックタイルは二丁掛けタイルに近いサイズですが、焼成されてい
るタイルに比べて強度が低く、薄くなるほど割れやすい製品です。
最低厚さ12mm以上を目安としてください。重量は擬石と同様に、
45kg/m2以下の製品をご使用ください。

@擬石、ブリックタイル及び当社製品ではない施工部材の品質に係わる
苦情、お取り替えは当社では応じかねます。擬石、ブリックタイル、
及び施工部材に関しては製造メーカーにご相談ください。

@擬石、ブリックタイルは吸水性が高いため、製品によっては寒冷地の
施工に適さない場合があります。寒冷地域で採用される場合には、
事前に製造メーカーにご確認ください。

@ブリックタイルは製品によっては強度が弱く、施工時及び施工後に
割れる場合があります。特に厚さ12mm未満の薄い製品では施工
時の衝撃や施工後の躯体の動きによって容易に割れが生じる場合
がありますので、あらかじめご承知おきください。
※2階建て・3階建て住宅への擬石の全面使用は避けてください。

@広い面積に施工すると割れの原因になりやすいため、長さ3.6m
及び高さ3mを超える場合、または面積が10m2を超える場合には、
ラスカットの目地位置に伸縮目地を設置してください。

@擬石及びブリックタイルの施工方法については、各メーカーの標準
施工仕様にしたがってください。

@擬石、ブリックタイルを施工する部分のモルタル表面には、あらかじめ
メーカー指定の接着用プライマー（指定がない場合はモルタルボン
ド4倍希釈液）を塗布してください。

@張り付けモルタルは、メーカーの指定にしたがってください。（指定
がない場合は日本化成（株）NS-STモルタル）

@裏面（張り付け面）には各メーカーの指定にしたがって、接着用プ
ライマーの塗布等の処理を行ってください。

@張り付けは改良圧着張り工法で行ってください。（タイル張りの項目
参照）

@擬石、ブリックタイルは吸水性が高い材料です。施工後1週間以上
の養生をした後に、メーカー指定の吸水防水剤（指定がない場合は
日本化成（株）NSシランガード等）を塗布してください。

@吸水防止剤の塗布量、塗布回数については擬石、ブリックタイルメーカー
の指定にしたがってください。
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( )

30 30 30
60

( )

$ (kg) 1.0 1.5 1.5 2.0 1.5 2.0

E-73A-52A-51N

200# 300≈200# 300≈200#

300≈200#300≈200#200#

5˚C5˚C5˚C

@

A-51N A-52

@

雨水が当たらないよう乾燥した室内に保管するか、シートが
けをしてください。

タイル張りにおける養生・清掃は下記のとおりに行ってくだ
さい。

@

タイル張り面が日光の直射または風雨の影響を受けるおそれ
がある場合は、適切な養生をしてください。
冬期のタイル張りは､風通しなどを考慮し､施工面をできる限
り保護し凍害や急激な温度変化による損害を避けてください。
気温5℃以下で凍結のおそれがある場合には､仮設暖房･保温な
どによる施工面の養生を行い､もし以上の養生ができないとき
は施工を中止してください。

出入口上部などにタイルを張る場合は必要に応じ受け木･支持
枠を設け､タイルのはく落防止の養生を行ってください。
タイル張り面に､施工中の大きな振動や衝撃を与えないように
注意し､適切な養生を行ってください。

@

目地詰め完了後、タイル面の清掃を行います。
清掃は水洗いを原則とし､ブラシなどでタイル表面に汚れが残
らないよう施工面に注意しながら行ってください。
モルタルによる汚れがひどいときは、工業用塩酸30倍溶液を
用いて酸洗いを行い､酸洗い後ただちに酸が残らないように充
分水洗いしてください。
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( 12 1460 )

平成12年6月の建築基準法の改正で、耐力壁の仕様ごとに、柱と横架
材の接合仕様が定められました。告示では壁倍率0.5～4.0までの仕様が
例示されていますが、壁倍率が高い材料では倍率に見合った強固な緊結
方法が必要となっています。
これは、部分的に高い壁倍率を用いて耐力を確保した設計では、その
部分に力が集中して柱の引き抜きが起こるという被害が近年の大地震で
多く発生した結果を受けての規定です。継手仕口はボルト締め、金物打
ち等でその部分の存在応力を伝えるように緊結します。具体的にラスカッ
ト施工時の各部位に応じた仕様を下表に記載しました。
平成12年建設省告示第1460号の仕様表、又は接合金物を選択する

ための算定式から、壁倍率に応じた適切な接合金物を選択してください。
計算は張り間及びけた行の各方向について行い、大きな方の値を採用す
る。2階建ての1階部分の柱については、2階部分の柱の仕口の仕様と同
等以上とする。

12 1460

2.3# L
6.5cm 5

2.3# T 6.5cm
5 2.3# V

9cm 4

3.2# 12# 12#
50# 4.5# 4.5# 40#

3.2#
12# 50# 4.5#

3.2# 12# 2
16#

3.2# 12# 3
16#

3.2# 12# 4
16#

( ) 2

3.2# 12# 12#
4.5# 40#

3.2# 12#

3.2# 12# 5
16#

CP-L
VP CP-T

( )

( )

HD-B10(S-HD10)
HD-B15(S-HD15)
HD-B20(S-HD20)
HD-B25(S-HD25)
HD-B15(S-HD15) 2

0
0.65
1.0
1.4
1.6
1.8
2.8
3.7
4.7
5.6

N
0KN

3.4KN
5.1KN
7.5KN
8.5KN
10.0KN
15.0KN
20.0KN
25.0KN
30.0KN

(N )

12 6 1 (2 )

A）平屋建ての場合、若しくは2階建ての部分における2階の柱の場合
N＝A1×B1－L
N ：表に規定するNの数値
A1 ：当該柱の両面における軸組の倍率の差（片側のみ軸組が取り付く場合には、

当該軸組の倍率）の数値
B1 ：周辺の部材による押さえ（曲げ戻し）の効果を表す係数で、出隅の柱におい

ては0.8、その他の柱においては0.5とする
L ：鉛直荷重による押さえの効果を表す係数で、出隅の柱においては0.4、その

他の柱においては0.6とする

B）2階建ての部分における1階の柱の場合
N＝A1×B1＋A2×B2－L
N ：表に規定するNの数値
A1、B1 ：A）式の場合と同じ
A2 ：当該柱に連続する2階柱の両側における軸組の倍率の差（片側のみに軸組

が取り付く場合には当該軸組の倍率）の数値
B2 ：2階の周辺部材による押さえ（曲げ戻し）の効果を示す係数で、出隅の柱に

おいては0.8、2階のその他の柱においては0.5とする
L ：鉛直荷重による押さえの効果を表す係数で、出隅の柱においては1.0、その

他の柱においては1.6とする

(

(

(2 1 )

4.0

2.5

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )
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柱 

羽子板ボルト（M12） 

M12ナット締め 
及びスクリュー釘打ち 
（ZS50） 

横架材 

柱 

羽子板ボルト（M12） 
M12ナット締め 
及びスクリュー釘打ち 
（ZS50） 

M12ナット締め 
及びスクリュー釘打ち 
（ZS50） 

横架材 

柱 

(CP T)
5-CN65

(CP L)
5-CN65

(M12)
M12

(HD B20)
4-M12 M16

(M12)

(M12)

(VP)
4-ZCN90

柱 

込み栓 

柱 

込み栓 

横架材 

柱 

土台 

かど金物（CP・T） 

柱 

かど金物（CP・T） 

横架材 

柱 

土台 

かど金物（CP・L） 

柱 

かど金物（CP・L） 

横架材 

柱 

土台 

柱 
山型プレート（VP） 

横架材 

山型プレート（VP） 

4

(HD B10)
2-M12 M16

2

@山型プレートの上にラスカットを重ねて張り、その周囲の釘打ちピッ
チを通常の半分程度としてください。

@かど金物の上にラスカットを重ねて張り、その周囲の釘打ちピッチを
通常の半分程度としてください。

@金具の横にも釘打ちしてください。

@かね折り金物は柱、梁等を座掘して沈め、面一になるようにしてくだ
さい。

@六角ボルト（M-12）は鉄板より8mm頭が出るので、ラスカットに30φの
穴をあけ施工後専用コーキングで充填してください。

@金具のまわりにも釘打ちしてください。

柱

土台

山型プレート VP

ラスカット

柱

土台

かど金物 CP・T

ラスカット

隅通し柱

かね折り金物 SA

ラスカット
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@ 1

1 0.5

2 1

3 1.5

4 2

5 3

6 2 4 2

7 5

8 0.5 5

9 1 2 2
6

46 4
2 50$ 1

1

2 88 2 2 1.5

1.35m 3

1.5cm 9cm 9#

3cm 9cm

4.5cm 9cm

9cm

2 4

5

1 7

1 2 2 6

壁量計算は床面積に対する計算と、見付面積
に対する計算の2種類の計算を行って比較し、大
きい数値が必要壁量となります。床面積に対する
計算で求められるのは耐震に必要な壁量、見付
面積に対する計算で求められるのは耐風圧力に
必要な壁量となっています。

1.

１）2階建の1階部分：
1階の床面積×階の床面積に乗ずる数値＝イ

（表2の該当する項目の乗ずる数値）
２）2階建の2階部分：

2階の床面積×階の床面積に乗ずる数値＝ロ
（表2の該当する項目の乗ずる数値）

12
1460N

2.5 0.8 0.4 1.6
2.5 0.5 0.6 0.65
4.0 0.8 0.4 2.8
(4.0 2.5) 0.5 2.5 0.8 1.6 1.15
2.5 0.5 2.5 0.5 1.6 0.9
4.0 0.5 2.5 0.5 1.6 1.65
4.0 0.8 2.5 0.8 1.0 4.2
4.0 2.5

4.0 2.5

３ ４ ５ ６ ７ 

１ ２ ２ １ 

壁倍率 
４．０倍 

壁倍率 
２．５倍 

壁倍率 
４．０倍 

壁倍率 
２．５倍 

壁倍率 
２．５倍 

開口部 

開口部 

 

  



48

@ 2

@ 3

43 1 1
3

43 1
2

( cm $)

1 2
1

2
2

3
1

3
2

3
3

15

11

33

29

21

15

50

46

39

34

24

18

( cm $)

50 75

1 50

1

2

@ 2

( )

B2

B'2

B1

1.35m

1.35m

2階床面 

1階床面 

けた行方向 

1階床面積 

2階床面積 

張
り
間
方
向
 A
2

A
'2

A
1

1.35m

1.35m

12 1352
46 4

46 4
82 3

0.3

1/4
46 4 1

2

12 1351

0.5
1

2.

１）2階建の1階部分
①張り間方向の必要壁量
けた行方向の見付面積
（B1＋B2＋B’2）×50＝ハ

（表3（2）の乗ずる数値。以下同じ）
②けた行方向の必要壁量
張り間方向の見付面積
（A1＋A2＋A’2）×50＝ニ

２）2階建の2階部分
①張り間方向の必要壁量
けた行方向の見付面積
（B2）×50＝ホ

②けた行方向の必要壁量
張り間方向の見付面積
（A2）×50＝ヘ

3.

1、2で求めた床面積に対する必要壁量と見付面積に対する必要
壁量を比較して、各階の必要壁量を求めます。
１）2階建の1階部分の必要壁量

張り間方向…イとハを比較して大きい方の数値
けた行方向…イとニを比較して大きい方の数値

２）2階建の2階部分の必要壁量
張り間方向…ロとホを比較して大きい方の数値
けた行方向…ロとヘを比較して大きい方の数値

43 1 (1)
(2) (1)

(3) (1) (2)

4.

平成12年の建築基準法の改正によって、従来の壁量計算に加え
て耐力壁の配置についても基準が設けられました。

■告示に記載された耐力壁の配置の検証方法
①検討する方向別に平面を4分割する

↓
②分割された両端の部分（「側端部分」
という）に存在する壁量を計算する

↓
③側端部分の必要壁量を床面積から計
算する

↓
④各側端部分のそれぞれについて、存
在壁量を必要壁量で除した数値「壁
量充足率」を求める

↓
⑤それぞれの側端部分の壁量充足率が1を超えるか
→超えていればOK

↓
⑥側端部分のうち、いずれかの壁量充足率が1以下の場合は、小さい方の
数値を大きい方で除した数値（壁率比）を求める

↓
⑦壁率比が0.5以上か
→0.5以上ならOK

側端部分 

側端部分 

側
端
部
分
 

側
端
部
分
 

※4等分した境界線上の耐力壁は、
計算に算入することができます。
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11
29 

15 

46 

34 

18 

(cm $)( 46 )

4.0

各階の数値×床面積が地震力に対する必要壁量となります。2階建ての1
階部分、3階建ての1階・2階部分では必要壁量が大きくなります。

@設計例に用いた間取りの必要壁量
1 57$ 1,653cm 1.5 2,479.5cm
2 53$ 795cm 1.5 1,192.5cm

@壁倍率2.5を中心とした設計

必要壁量を満たしつつ、バランス良く耐力壁を配置するために、1階部分
の一部で筋かい併用（2.5＋1.5）や内部で両面張り（2.5＋2.5）が必要に
なります。

@壁倍率4.0倍を活用した設計（2階部分は変更なし）

1階部分を壁倍率4.0倍、2階部分を壁倍率2.5倍として併用することで、間
仕切り壁を耐力壁とする必要がなくなります。将来、リフォームを行う場合に
は、内部耐力壁がないため間取りの変更等も容易になります。
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